










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































I I ~ II 
長@議@議@お量義62
~ I I III 
書@襲@襲議襲@護費
I I I I I止|
興興{ 興興興 興
穀@禾ω光正安 準
17 
世
19 
世
20 
世
『
家
采
』
右
編
を
も
と
に
作
成
。
数
字
の
O
は
主
奉
の
代
数
:Oは
そ
の
代
行
。
⑪
は
進
士
。
允
臨
の
増
置
し
た
義
国
十
頃
の
う
ち
、
長
洲
県
田
五
頃
も
族
人
の
賑
慨
に
充
て
な
が
ら
、
し
か
も
洞
堂
を
荒
廃
さ
せ
ず
に
維
持
し
た
と
い
。
、つ
F
さ
ら
に
、
そ
の
続
き
に
は
、
ム
唱
探
正
己
酉
、
官
公
之
族
弟
安
瑠
、
承
父
志
置
回
千
畝
、
推
庚
義
荘
。
公
益
鋭
意
整
頓
、
凡
一
岨
規
之
所
未
及
者
、
成
相
奥
商
確
、
而
経
骨
之
。
如
創
洞
以
記
始
還
、
追
遠
以
崇
受
姓
、
茸
嗣
墓
而
坊
表
重
新
、
興
義
荘
而
遺
規
得
復
、
束
子
弟
之
業
儒
者
、
程
謀
以
裁
成
之
、
倒
孤
寡
之
無
依
者
、
歳
加
以
使
協
之
。
公
之
功
、
可
謂
不
惚
前
賢
、
公
之
揮
、
可
以
鴛
式
後
世
失
。
と
あ
り
、
薙
正
七
(
己
酉
、
一
七
二
九
)
年
に
は
、
族
弟
の
沼
安
務
な
る
者
が
義
回
千
畝
を
増
置
し
、
義
荘
の
運
営
に
も
か
な
り
の
余
裕
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
彼
は
新
た
に
洞
堂
の
建
設
や
族
塾
の
整
備
に
努
め
、
後
世
の
主
奉
の
手
本
と
な
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
沼
氏
は
宋
代
以
来
の
全
盛
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
沼
氏
の
主
奉
は
一
族
の
公
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
世
襲
は
き
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
見
た
必
英
ら
三
人
の
主
奉
は
そ
れ
ぞ
れ
父
子
叔
姪
の
関
係
に
あ
り
、
事
実
上
主
奉
の
地
位
を
世
襲
化
し
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
と
て
族
人
の
推
薦
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
彼
ら
が
怒
意
的
に
主
奉
の
地
位
を
独
占
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
先
掲
興
禾
伝
に
も
あ
る
よ
う
に
、
彼
ら
に
は
興
禾
の
曾
祖
父
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允
臨
、
さ
ら
に
は
啓
時
以
来
築
い
て
き
た
社
会
的
・
経
済
的
地
位
で
あ
り
、
当
時
の
沼
氏
は
彼
ら
な
く
し
て
は
運
営
が
成
り
立
た
な
か
っ
(
初
)
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
必
英
の
祖
父
惟
否
と
父
允
臨
が
相
次
い
で
進
士
と
な
り
、
必
英
の
一
家
は
沼
氏
で
も
最
も
栄
え
た
家
柄
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
彼
の
父
允
臨
の
伝
(
『
家
来
」
巻
五
)
に
は
、
初
文
正
公
胞
族
義
国
一
二
十
鈴
頃
、
歪
明
中
葉
、
僅
存
三
之
一
。
田
故
摺
下
、
歳
所
入
租
、
供
常
賦
紀
祭
之
外
、
幾
無
厩
館
。
公
(
允
臨
)
置
呉
服
回
五
頃
、
以
給
族
。
繕
又
以
長
邑
背
映
五
頃
、
助
入
之
、
備
修
茸
廟
一
刷
ウ
答
。
伏
後
子
孫
泊
升
斗
、
組
滞
由
是
復
振
。
と
あ
り
、
允
臨
は
一
族
の
た
め
に
、
義
回
十
頃
を
寄
付
し
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
明
代
の
沼
氏
義
荘
は
義
国
の
没
官
や
主
奉
の
乱
脈
経
営
で
、
正
常
な
運
営
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
義
荘
は
漸
く
復
興
し
、
も
と
の
運
営
に
も
ど
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
認
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
必
英
ら
は
相
次
い
で
主
奉
に
推
さ
れ
、
沼
氏
の
宗
族
運
営
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
清
代
の
沼
氏
に
は
必
英
ら
の
ほ
か
に
も
う
-
つ
有
力
な
系
統
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
郎
中
一
一
房
で
あ
る
。
郎
中
房
は
沼
氏
の
中
で
も
最
も
遅
く
で
き
た
房
で
、
し
か
も
最
も
傍
系
の
一
派
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
数
の
上
か
ら
見
れ
ば
、
郎
中
房
は
沼
氏
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
た
。
牧
野
氏
の
試
算
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
沼
氏
は
族
人
が
一
O
八
{
辺
)
二
人
お
り
、
そ
の
中
で
郎
中
房
は
実
に
五
七
六
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
歳
寒
堂
に
も
奉
記
さ
れ
た
郎
中
房
十
八
世
孫
沼
可
詞
の
伝
(
「
家
乗
』
巻
五
)
に
は
、
族
衆
推
公
提
監
理
義
荘
、
二
十
鈴
年
、
勤
扉
担
過
。
事
佐
検
討
公
、
経
理
荘
事
、
一
如
参
議
公
之
侍
一
泉
公
。
族
有
乾
没
義
租
者
、
致
賦
無
以
供
、
公
傾
裳
代
鴛
償
。
と
あ
り
、
彼
は
義
荘
の
提
管
と
し
て
二
十
年
あ
ま
り
主
奉
の
必
英
(
検
討
公
)
に
仕
え
た
と
い
う
。
ま
た
、
そ
の
子
粥
勲
の
伝
(
『
家
来
』
巻
五
)
に
は
、
大
司
馬
眉
山
公
、
組
制
棋
斡
、
節
俸
絹
、
風
族
孫
興
巌
至
呉
、
茸
文
正
公
洞
宇
、
甫
歪
而
興
厳
卒
。
時
検
討
公
潟
主
奉
、
謀
之
公
。
公
目
、
金
嵐
縮
不
可
知
。
童
返
之
侠
後
命
。
未
幾
、
眉
山
公
移
節
雨
江
、
出
前
締
俸
硫
役
、
令
族
孫
弘
述
受
裁
於
公
。
自
経
始
迄
落
成
、
公
之
労
矯
多
。
と
あ
り
、
彼
も
ま
た
主
奉
必
英
の
相
談
役
と
し
て
宗
族
運
営
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
彼
は
後
掲
菰
承
勲
(
眉
山
公
)
が
援
助
し
た
資
金
を
す
べ
て
自
分
で
き
り
も
り
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
先
に
見
た
活
安
瑞
は
粥
勲
の
息
子
で
あ
り
、
彼
も
ま
た
薙
正
年
間
に
義
国
千
畝
を
増
置
し
て
主
奉
興
禾
に
協
力
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
安
理
こ
そ
が
後
に
『
家
来
』
を
重
修
し
た
人
物
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
消
代
の
沼
氏
は
当
時
族
内
で
最
も
栄
え
て
い
た
監
簿
房
の
族
人
と
、
最
大
人
数
を
誇
る
郎
中
房
の
族
人
と
に
よ
っ
て
宗
族
運
営
が
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
改
め
て
歳
実
堂
に
奉
記
さ
れ
た
祖
先
を
見
て
み
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
こ
の
二
派
に
通
じ
る
祖
先
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
清
代
に
お
け
る
歳
寒
堂
の
奉
杷
に
は
、
当
時
の
沼
氏
の
運
営
状
況
が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
よ
う
な
奉
犯
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
康
照
十
一
年
の
歳
寒
堂
重
建
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
次
に
見
て
み
た
い
。
三
、
歳
寒
堂
の
重
建
藤)
歳
寒
と
い
う
名
は
論
語
に
ち
な
ん
で
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
建
物
自
体
は
既
に
宋
代
か
ら
あ
っ
た
。
南
宋
の
楼
鎗
撰
「
沼
氏
復
義
宅
記
」
(
『
活
文
正
公
集
』
褒
賢
網
記
巻
二
所
収
)
に
は
、
呉
門
世
也
氏
、
自
唐
柱
園
麗
水
府
君
、
唐
子
霊
芝
坊
。
今
在
昨
世
田
…
寺
之
後
。
五
世
孫
文
正
公
、
少
長
北
地
。
皐
祐
中
守
抗
、
始
至
故
郷
、
訪
求
宗
族
、
買
回
千
畝
、
作
義
荘
、
以
賂
之
。
宅
有
二
松
、
名
堂
以
歳
寒
、
閣
日
松
風
。
因
庚
其
居
、
以
矯
義
宅
、
緊
族
其
中
、
義
荘
之
収
、
亦
在
鷲
。
ぽ
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
歳
寒
堂
は
北
宋
の
皐
祐
年
間
に
、
文
正
雄
公
が
祖
先
の
故
宅
を
改
修
し
て
義
宅
と
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
と
暗
い
う
。
蘇
州
の
沼
氏
は
文
正
公
の
高
祖
沼
崎
(
麗
水
府
君
)
が
こ
こ
酬
に
移
住
し
て
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
そ
の
落
ち
着
き
先
が
呉
県
の
霊
芝
山
町
坊
で
あ
る
。
そ
の
後
、
活
陪
の
五
世
孫
に
当
た
る
文
正
公
が
義
荘
を
設
け
た
時
に
、
こ
こ
に
歳
突
A
吾
ゲ
建
て
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
頃
Anv 
は
ま
だ
祖
先
の
位
牌
な
ど
は
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
が
、
こ
の
史
料
の
続
き
に
は
、
中
吏
兵
般
、
族
様
星
散
、
故
基
榛
蕪
。
編
民
豪
操
鴬
居
字
、
濡
場
園
、
倣
直
無
幾
、
甚
失
遺
意
。
粟
盤
所
儲
禽
於
天
平
山
墳
寺
、
倍
有
往
来
給
散
之
勢
。
尋
復
記
腰
、
改
革
城
中
、
反
寄
他
舎
、
病
此
久
実
。
自
公
長
子
監
簿
而
下
、
又
五
世
而
歪
良
器
。
一
日
間
二
弟
日
、
先
君
奉
識
念
此
有
年
、
驚
志
而
夜
。
E
ロ
傍
嘗
有
以
振
起
之
。
慨
扶
'
自
任
、
思
圃
其
新
。
於
是
庖
告
居
民
、
盛
除
蹴
直
、
約
期
而
遺
之
。
不
服
者
、
訴
子
郡
子
監
司
、
以
至
上
達
基
省
、
提
刑
臨
川
何
公
異
・
太
守
囚
明
都
公
若
容
、
成
義
此
暴
、
力
矯
主
張
。
由
是
悉
得
故
地
、
周
一
千
四
百
四
十
人
丈
。
首
拐
私
帯
、
線
以
垣
塙
。
創
建
一
堂
、
侃
扇
歳
寒
、
以
洞
文
正
。
結
屋
十
極
、
以
虞
貧
族
。
就
立
新
倉
、
寝
復
奮
視
。
厄
役
於
麿
克
二
年
之
季
夏
、
中
秋
告
成
。
不
懲
於
索
、
観
者
不
歎
息
。
と
あ
り
、
歳
突
ム
且
は
金
軍
の
侵
攻
な
ど
に
よ
っ
て
一
時
荒
廃
し
、
南
宋
半
ば
の
慶
元
二
(
一
一
九
六
)
年
に
再
建
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
再
建
を
主
導
し
た
の
は
文
正
公
五
世
孫
た
る
活
良
器
で
あ
り
、
掘
削
西
提
点
刑
獄
の
何
異
と
知
平
江
府
の
鄭
若
容
が
こ
れ
に
協
力
し
た
と
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
時
再
建
さ
れ
た
歳
寒
堂
に
は
文
正
公
が
紀
ら
れ
た
と
あ
り
、
こ
こ
に
初
め
て
歳
寒
一
堂
は
洞
堂
ら
し
い
体
裁
を
整
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『
家
乗
』
巻
十
六
(
義
荘
歳
記
)
、
慶
元
三
年
の
頃
に
も
、
製
造
神
繍
供
蔓
立
燈
、
摸
寓
文
正
公
像
二
棟
。
と
あ
り
、
こ
の
年
祭
器
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
文
正
公
像
を
模
写
し
た
と
い
う
。
歳
寒
堂
再
建
の
翌
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
年
歳
寒
堂
に
文
正
公
を
紀
っ
た
と
言
、
つ
の
は
お
そ
ら
く
こ
の
こ
と
で
あ
ろ
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はう
そ
し
て
同
じ
義
荘
歳
記
の
嘉
定
八
(
=
二
五
)
年
の
頃
に
摸
監
簿
・
忠
宣
・
右
丞
・
侍
郎
像
二
軸
、
留
歳
寒
堂
供
奉
。
と
あ
り
、
文
正
公
の
因
子
、
す
な
わ
ち
泡
純
祐
(
将
作
監
主
簿
)
・
純
仁
(
忠
宣
公
)
・
純
種
(
尚
書
右
丞
)
・
純
粋
(
戸
部
侍
郎
)
の
画
像
が
歳
寒
堂
に
供
奉
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
ま
だ
位
牌
に
つ
い
て
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
以
降
元
明
時
代
|
あ
る
い
は
清
初
ー
の
あ
る
時
期
に
、
図
E
に
掲
げ
る
よ
う
な
位
牌
の
配
置
が
で
き
あ
が
っ
た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
歳
寒
堂
は
清
代
の
初
め
に
大
き
な
打
撃
を
被
る
こ
と
と
な
っ
た
。
順
治
の
終
わ
り
か
ら
康
燃
の
初
め
に
か
け
て
主
奉
と
な
っ
た
活
安
恭
の
伝
(
『
家
乗
』
巻
四
、
{
示
子
伝
)
に
は
、
公
韓
安
恭
、
字
敬
之
。
主
奉
中
川
君
四
世
孫
、
以
鹿
公
子
。
園
朝
順
治
中
、
嘗
佐
理
荘
務
、
庚
子
弘
¥
主
奉
検
討
公
必
英
、
方
計
借
北
上
、
奉
公
主
制
事
、
凡
九
年
。
時
均
役
議
起
、
有
司
以
義
国
典
民
田
同
科
循
役
繁
援
、
公
任
事
之
始
、
力
訴
憲
司
、
得
蒙
優
他
、
而
所
曲
賞
亦
彩
、
遂
蒋
是
窓
行
指
剥
。
自
発
(
卯
)
迄
己
酉
、
七
年
之
中
、
子
孫
数
千
百
指
、
未
得
治
義
租
升
斗
、
族
人
成
怨
。
と
あ
り
、
彼
が
主
奉
と
な
っ
た
順
治
十
七
(
庚
子
、
二
ハ
六
O
)
年
頃
、
江
南
で
は
均
役
の
識
が
起
こ
り
、
沼
氏
義
荘
に
も
民
固
と
同
じ
よ
う
に
箔
役
が
科
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
均
役
の
議
と
は
い
わ
ゆ
る
均
回
均
役
法
の
こ
と
で
、
明
末
以
来
不
均
等
に
な
ヲ
て
い
(M} 
た
徳
役
の
賦
課
を
均
等
に
し
よ
う
と
す
る
改
革
で
あ
る
。
そ
の
改
革
は
当
然
免
役
特
権
の
制
限
に
も
つ
な
が
り
、
沼
氏
の
よ
う
に
そ
れ
ま
で
優
遇
さ
れ
て
い
た
者
に
も
、
均
し
く
徳
役
が
賦
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
安
恭
は
こ
の
こ
と
を
憲
司
す
な
わ
ち
江
蘇
巡
撫
に
訴
え
て
、
特
権
の
回
復
を
図
っ
て
い
る
。
幸
い
そ
の
特
権
は
再
び
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
要
し
た
費
用
が
莫
大
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
彼
は
族
人
に
対
す
る
賑
抽
出
米
を
流
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
負
債
を
整
理
し
た
の
で
あ
る
。
右
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
康
照
二
(
奨
卯
、
二
ハ
六
二
)
年
か
ら
八
年
(
己
酉
)
ま
で
の
問
、
族
人
は
義
荘
米
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
史
料
の
続
き
に
は
、
先
是
城
中
書
院
、
有
子
孫
一
人
、
守
洞
奉
香
火
。
自
安
恭
矯
奉
相
、
洞
門
不
戒
於
火
、
穿
之
廊
屋
、
斥
貰
殆
輩
。
自
知
不
鋪
族
衆
所
容
、
益
勾
結
晶
百
卒
及
市
井
無
籍
子
、
矯
久
蹄
地
。
族
人
群
訴
安
恭
於
有
司
。
溶
陽
族
孫
忠
貞
公
鴬
漸
撫
、
移
文
慕
方
伯
天
顔
、
按
罪
如
律
。
蓋
数
百
年
来
、
敗
壊
義
滞
者
、
啓
父
之
後
、
有
安
恭
罵
。
と
あ
り
、
彼
は
主
奉
の
務
め
で
あ
る
祖
先
祭
犯
を
怠
っ
た
ば
か
り
か
、
澗
堂
な
ど
の
施
設
を
他
人
に
売
り
払
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
城
中
書
院
と
は
歳
寒
堂
の
あ
っ
た
浩
氏
の
敷
地
一
帯
を
指
す
。
し
か
も
彼
は
族
人
の
非
難
を
予
想
し
て
、
兵
卒
や
無
頼
の
徒
を
味
方
に
つ
け
て
地
位
の
保
全
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
義
荘
を
守
る
た
め
と
は
言
え
、
こ
れ
は
あ
ま
り
に
も
強
引
で
あ
り
、
族
人
の
不
満
が
一
気
に
高
ま
っ
た
こ
と
は
一
言
、
つ
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
安
恭
の
運
営
に
耐
え
か
ね
た
族
人
は
、
こ
の
こ
と
争
官
司
に
訴
え
て
彼
を
処
罰
し
て
も
ら
っ
た
と
あ
る
。
幸
い
沼
氏
の
遠
い
族
人
で
あ
る
箔
承
諜
(
忠
貞
公
)
が
掘
削
江
巡
撫
と
な
っ
τい
た
こ
と
か
ら
、
蘇
州
の
族
人
は
こ
の
一
件
を
承
諜
を
通
じ
て
江
蘇
布
政
使
の
慕
天
顔
に
処
断
し
て
も
ら
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
安
恭
は
主
奉
の
任
を
解
か
れ
、
箔
氏
始
ま
ワ
て
以
来
の
悪
Am} 
者
主
奉
と
評
さ
れ
て
い
る
。
き
て
、
こ
う
し
て
一
族
の
危
機
を
救
っ
た
括
承
誤
は
、
同
時
に
荒
廃
し
て
い
た
澗
堂
の
改
修
も
行
っ
て
い
る
。
『
家
来
』
巻
五
に
収
め
ら
れ
る
承
諜
の
伝
に
よ
れ
ば
、
公
之
撫
断
也
、
再
過
呉
、
展
祭
先
洞
、
完
其
披
児
。
自
=
一
公
堂
・
歳
寒
堂
・
先
憂
間
、
成
鼎
新
之
。
至
是
復
経
呉
郡
、
又
祭
告
宗
綱
、
而
後
行
兼
程
、
抵
明
町
境
。
船
と
あ
り
、
こ
の
時
彼
は
一
-
一
公
堂
や
歳
寒
堂
、
先
憂
閣
を
初
め
と
す
る
:
沼
氏
の
洞
堂
を
一
新
し
た
と
い
う
。
三
公
堂
と
は
文
正
公
の
曾
祖
父
J
l
(
泡
夢
齢
)
・
祖
父
(
沼
賛
時
)
・
父
(
活
楠
)
を
祭
っ
た
洞
堂
で
、
宍
、
太
師
洞
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、
先
憂
閣
と
は
文
正
公
の
有
名
哨
な
言
葉
で
あ
る
「
先
憂
後
楽
」
に
ち
な
ん
で
建
て
ら
れ
た
建
物
で
あ
酬
る
。
献
こ
の
時
沼
氏
に
協
力
し
た
慕
天
顔
の
「
重
修
文
正
書
院
記
」
(
『
家
乗
』
巻
二
十
二
、
碑
記
録
所
収
)
に
も
、
幻
(
康
殿
十
二
年
)
命
漸
撫
大
中
丞
抱
公
(
承
摸
)
、
音
秩
司
馬
、
場
制
南
陸
、
靖
七
附
之
気
帳
、
思
六
軍
之
戎
索
、
幅
貝
寓
皇
、
馴
致
九
詩
。
目
司
馬
公
恭
膚
帝
命
、
章
念
組
揮
、
鋒
車
過
呉
、
粛
拝
文
正
公
義
荘
専
胸
、
廟
貌
傾
児
、
慨
嘆
者
久
之
。
愛
滑
俸
尼
材
、
克
日
修
茸
、
用
有
不
足
者
、
侶
助
以
潰
子
成
、
計
由
貿
二
千
絵
縮
、
局
時
百
有
句
目
。
司
馬
公
陛
僻
南
下
、
見
様
楠
焼
然
、
垣
楠
吃
然
、
培
捕
義
哉
、
組
豆
突
突
。
祭
租
之
侵
蝕
者
、
間
弗
核
、
義
国
之
素
康
、
岡
弗
正
。
子
弟
捧
換
鋼
、
香
老
序
毛
髪
、
彬
乎
郁
宇
、
慨
若
関
旦
之
衣
冠
櫨
築
。
司
馬
公
顧
之
、
而
後
喜
可
知
也
。
と
あ
り
、
承
諜
は
費
用
二
千
絹
あ
ま
り
を
提
供
し
、
洞
堂
や
義
荘
の
全
面
復
興
に
努
め
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
康
鼎
の
重
建
が
滑
代
に
お
け
る
諸
氏
の
施
設
(
文
正
書
院
)
全
体
を
手
直
し
す
る
大
が
か
り
な
事
業
で
あ
る
と
と
も
に
、
歳
寒
堂
に
と
っ
て
は
南
宋
以
来
の
大
改
築
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
承
諜
は
、
こ
の
後
間
も
な
く
福
建
に
赴
任
し
、
取
精
忠
の
乱
に
殉
じ
て
亡
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
洞
堂
の
復
興
事
業
は
弟
承
勲
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
『
家
来
』
巻
五
(
賢
商
伝
)
に
収
め
ら
れ
る
承
勲
の
伝
に
は
、
公
諒
承
勲
、
字
蘇
公
、
又
競
眉
山
、
文
粛
公
第
三
子
。
・
初
文
粛
公
繋
懐
租
淳
、
予
告
後
思
、
請
命
南
蹄
、
謁
先
文
正
柄
、
展
祖
墓
、
而
不
果
、
逮
以
属
公
兄
弟
。
治
忠
貞
公
撫
掘
削
制
問
、
損
俸
増
修
桐
字
、
以
殉
節
未
克
。
越
二
十
除
年
、
而
公
制
寧
来
蘇
、
始
得
竣
事
、
経
文
粛
之
士
山
、
横
忠
貞
之
業
、
可
調
難
失
。
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
事
業
は
承
誤
の
死
後
二
十
年
あ
ま
り
経
っ
て
漸
く
竣
工
し
た
と
い
う
。
時
に
承
勲
は
江
南
江
西
総
督
と
し
て
蘇
州
に
赴
任
し
て
い
た
。
承
諜
承
勲
兄
弟
は
必
ず
し
も
蘇
州
の
族
人
94 
と
親
し
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
自
ら
の
保
険
の
た
め
に
も
洞
堂
の
修
復
に
当
た
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
時
修
復
さ
れ
た
文
正
書
院
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
歳
寒
堂
は
い
か
な
る
役
割
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
最
後
に
見
て
み
た
い
。
園
、
歳
寒
堂
の
役
割
文
正
書
院
と
は
沼
氏
の
教
育
施
設
で
あ
る
と
同
時
に
、
文
正
公
を
奉
犯
し
た
祭
記
施
設
で
も
あ
る
。
そ
の
前
身
は
南
宋
の
成
淳
十
(
一
二
七
四
)
年
に
、
知
平
江
府
の
潜
説
友
が
義
宅
の
東
隣
に
建
て
た
文
正
公
澗
に
あ
る
。
そ
れ
が
元
末
の
至
正
六
(
二
二
四
六
)
年
に
文
正
書
院
の
扇
額
を
賜
り
、
以
後
文
正
書
院
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
Amv 
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
歳
実
A
且
を
は
じ
め
と
す
る
沼
氏
の
九
ワ
の
絢
堂
も
、
こ
の
文
正
書
院
と
呼
ば
れ
る
敷
地
内
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
澗
堂
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
『
家
乗
』
巻
十
八
所
収
の
祭
例
第
八
項
に
、
て
祭
先
詣
土
地
閥
、
次
諸
賢
綱
、
次
始
選
祖
洞
、
次
三
太
師
綱
、
次
文
正
公
一
耐
、
次
参
義
バ
ム
-
嗣
、
文
期
公
洞
、
中
愚
公
胸
、
凡
人
所
、
依
次
行
躍
。
水
源
木
本
洞
、
毎
歳
仲
秋
一
祭
、
次
諸
賢
嗣
後
。
と
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
土
地
洞
は
義
荘
の
土
地
神
を
祭
っ
た
洞
堂
で
、
諸
賢
洞
は
沼
氏
の
存
続
に
力
を
貸
し
た
官
僚
を
祭
っ
た
洞
堂
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
洞
堂
は
い
わ
ゆ
る
宗
洞
で
は
な
い
。
し
か
し
、
義
荘
と
官
僚
は
沼
氏
の
存
続
に
は
欠
か
せ
な
い
要
素
で
あ
り
、
そ
の
た
め
特
に
洞
堂
を
建
て
て
こ
れ
を
祭
っ
た
の
で
あ
る
。
次
に
、
始
遷
祖
洞
、
三
太
師
洞
、
文
正
公
洞
、
そ
し
て
水
源
木
本
洞
の
四
つ
は
、
清
代
の
沼
氏
か
ら
見
れ
ば
遠
祖
の
洞
堂
に
当
た
る
。
す
な
わ
ち
、
始
遷
祖
洞
と
は
前
節
で
見
た
沼
階
を
祭
っ
た
洞
堂
で
あ
り
、
三
一
太
師
洞
に
つ
い
て
も
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
文
正
公
網
と
は
今
述
べ
た
文
正
書
院
文
正
公
洞
の
こ
と
で
は
な
く
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
歳
寒
堂
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
文
正
公
洞
の
違
い
は
、
文
正
書
院
の
方
が
先
賢
(
儒
者
官
僚
)
と
し
て
の
文
正
公
を
奉
杷
し
て
い
る
の
に
対
し
、
歳
寒
一
堂
の
方
は
祖
先
(
始
祖
)
と
し
て
の
文
正
公
を
奉
紀
し
た
洞
堂
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
者
は
蘇
州
府
が
祭
り
、
後
者
は
沼
氏
が
祭
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
水
源
木
本
調
と
は
沼
氏
の
遠
祖
、
す
な
わ
ち
春
秋
晋
の
士
曾
(
柑
山
武
子
い
受
姓
始
祖
)
や
漢
の
抱
務
(
遠
祖
)
、
唐
の
活
履
氷
(
世
譜
始
祖
)
ら
と
、
蘇
州
を
離
れ
て
し
ま
っ
た
祖
先
、
す
な
わ
ち
明
の
沼
錦
(
洛
陽
の
沼
氏
)
と
沼
景
文
(
呉
橋
の
沼
氏
)
を
祭
つ
(mv 
た
澗
堂
で
あ
る
。
水
源
木
本
と
い
う
名
は
『
左
伝
』
(
昭
公
九
年
)
に
ち
な
ん
で
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
参
議
公
洞
、
文
粛
公
調
、
中
憲
公
洞
の
三
つ
は
、
清
代
の
諸
氏
に
と
っ
て
は
比
較
的
近
い
祖
先
の
洞
堂
で
あ
る
。
参
議
公
洞
と
は
第
二
節
で
見
た
活
允
臨
を
祭
っ
た
絢
堂
で
、
明
末
の
崇
禎
95 清代蘇州の歳*堂(遠藤)
図
E
文
正
書
院
義
荘
全
図
(
『
家
探
」
凡
例
所
収
)
96 
十
六
(
一
六
四
三
己
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
文
粛
公
洞
と
は
文
正
書
院
を
重
修
し
た
沼
承
諜
・
承
勲
の
父
活
文
程
を
祭
っ
た
桐
堂
で
、
中
憲
公
洞
は
第
二
節
で
見
た
指
摘
勲
を
祭
っ
た
洞
堂
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
て
も
、
沼
氏
の
運
営
が
沼
氏
十
六
房
の
う
ち
監
簿
・
郎
中
二
房
と
承
誤
ら
溶
陽
の
族
人
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
説
。
こ
の
ほ
か
文
正
書
院
に
は
楼
閣
や
牌
坊
な
ど
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
康
照
十
一
年
に
重
建
さ
れ
た
り
、
そ
れ
以
後
整
備
さ
れ
た
り
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
以
上
九
つ
の
洞
堂
の
立
地
を
見
れ
ば
、
図
E
に
も
あ
る
よ
う
に
、
歳
宍
ム
且
文
正
公
絢
は
文
正
書
院
文
正
公
洞
と
並
ん
で
、
文
正
書
院
の
中
央
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
歳
寒
堂
は
図
の
向
か
っ
て
左
側
(
西
側
)
中
央
に
あ
り
、
文
正
公
洞
は
右
側
(
東
側
)
中
央
に
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
二
つ
の
桐
堂
を
囲
む
よ
う
に
、
他
の
八
つ
の
洞
堂
が
建
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
蘇
州
城
内
に
あ
る
箔
氏
の
施
設
は
、
官
祭
の
場
で
あ
る
文
正
書
院
文
正
公
洞
と
家
祭
の
場
で
あ
る
歳
寒
堂
文
正
公
洞
と
の
二
つ
の
洞
堂
を
中
心
と
し
て
、
他
の
桐
堂
が
こ
れ
を
囲
む
と
い
う
楕
円
的
な
構
造
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
歳
寒
堂
は
祖
先
祭
記
ば
か
り
で
な
く
、
宗
族
運
営
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
『
家
乗
』
巻
十
八
、
祭
例
第
十
頃
に
は
、
一
、
祭
期
、
荘
中
設
文
正
位
公
座
。
如
有
違
犯
規
係
、
軽
則
嗣
神
位
前
脆
香
、
重
者
全
房
長
朴
懲
、
如
問
宇
宮
儀
。
と
あ
り
、
祭
杷
の
期
間
中
義
荘
内
に
は
文
正
位
の
公
座
が
設
け
ら
れ
、
宗
規
に
違
犯
し
た
者
を
文
正
公
の
位
牌
の
前
で
処
罰
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
文
正
位
と
は
本
来
始
祖
文
正
公
が
す
わ
る
べ
き
座
位
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
文
正
公
の
位
牌
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
の
位
牌
と
は
、
言
、
つ
ま
で
も
な
く
歳
寒
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
始
祖
文
正
公
の
位
牌
で
あ
碍
。
し
た
が
っ
て
、
義
荘
内
と
は
具
体
的
に
は
歳
寒
堂
、
な
い
し
は
そ
の
前
庭
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
『
家
来
』
巻
十
五
(
家
規
記
)
「
主
奉
能
溶
増
定
規
矩
」
の
第
六
項
に
は
、
て
誇
房
子
孫
呈
幕
、
須
由
本
房
房
長
及
典
籍
執
事
用
鈴
誌
、
於
春
秋
官
祭
家
祭
、
及
公
事
宇
宙
集
之
期
申
報
。
戒
有
争
灘
小
嫌
、
先
赴
杢
一
屋
一
房
長
及
親
支
族
老
詞
慮
、
未
協
然
後
申
訴
文
正
位
、
同
掌
荘
諸
位
公
断
。
違
者
概
不
受
理
。
其
公
呈
亦
須
諸
位
親
自
鍍
押
、
如
有
挫
自
興
訟
、
及
担
名
公
呈
、
妄
演
官
府
者
、
賞
以
惇
規
陳
官
法
究
。
と
あ
り
、
族
人
間
の
争
い
ご
と
も
、
春
秋
祭
把
な
い
し
は
役
員
の
集
ま
り
の
時
に
文
正
位
に
報
告
し
、
主
奉
を
は
じ
め
と
す
る
義
荘
役
貝
の
手
に
よ
っ
て
解
決
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
前
掲
能
溶
規
矩
の
第
一
項
に
よ
れ
ば
、
て
子
孫
年
十
六
歳
、
杢
一
塁
一
房
長
肉
親
支
父
兄
、
於
春
秋
祭
泥
時
、
親
同
詣
網
中
具
申
文
正
位
、
験
質
批
仰
典
籍
、
註
籍
給
歴
、
至
冬
開
支
本
名
一
戸
米
。
と
あ
り
、
族
人
は
十
六
歳
に
な
っ
た
な
ら
ば
、
歳
認
の
期
間
中
に
洞
堂
に
至
り
、
そ
の
こ
と
を
文
正
位
に
申
し
出
て
族
籍
に
記
入
し
て
も
ら
う
と
い
う
。
そ
れ
が
済
む
と
義
荘
米
が
支
給
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
絢
堂
も
具
体
的
に
は
歳
寒
堂
の
こ
と
と
考
え
て
良
い
。
ま
た
、
『
家
来
』
同
巻
「
庚
義
荘
勧
皐
規
矩
」
第
一
項
に
は
、
一
、
凡
族
姓
子
弟
、
年
八
歳
以
上
、
資
菓
聴
明
、
現
設
四
子
書
、
父
兄
願
其
調
書
、
而
担
力
者
、
聴
本
家
送
就
近
師
塾
臨
時
業
。
本
荘
酌
助
修
金
若
干
、
分
四
季
執
事
・
房
長
・
支
長
等
到
塾
、
面
送
塾
師
、
井
稽
考
功
謀
。
執
事
等
奥
本
家
侵
冒
者
、
査
明
議
罰
。
毎
歳
春
秋
祭
期
、
諸
生
父
兄
、
率
領
到
荘
、
候
主
奉
考
核
。
若
字
蜜
端
精
、
背
調
清
楚
者
、
方
准
給
殻
修
金
。
如
経
三
次
祭
期
、
考
教
未
見
長
益
者
、
除
名
不
給
。
絢
規
遊
不
到
、
亦
除
名
不
給
。
と
あ
り
、
沼
氏
で
は
族
人
の
子
弟
に
対
し
て
、
義
荘
収
入
の
中
か
ら
い
く
ら
か
の
奨
学
金
を
支
給
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
受
け
る
た
め
に
は
一
定
の
学
力
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
試
験
を
祭
杷
掛
の
期
間
中
に
義
荘
内
で
行
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
も
義
荘
に
関
係
し
た
I
こ
と
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
歳
寒
堂
で
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
O
L
こ
の
よ
う
に
、
箔
氏
の
宗
族
運
営
は
す
べ
て
の
面
に
お
い
て
始
祖
堂寒
文
正
公
の
意
志
の
も
と
に
行
わ
れ
て
お
り
、
文
正
公
の
意
志
が
絶
対
械
の
権
威
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
文
正
公
の
意
酬
志
と
は
言
っ
て
も
、
現
実
に
は
主
奉
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
が
そ
れ
献
を
決
定
し
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
形
式
上
は
文
正
公
の
意
志
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
文
正
公
の
位
牌
が
そ
の
象
徴
的
存
在
で
あ
っ
97 
た
。
そ
の
意
味
で
、
始
祖
文
正
公
を
奉
記
し
て
い
た
歳
寒
堂
は
祖
先
祭
杷
の
重
要
な
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
沼
氏
の
宗
族
統
合
の
象
徴
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
お
わ
D
に
以
上
回
節
に
わ
た
っ
て
、
沼
氏
の
歳
寒
堂
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
き
た
。
そ
の
大
要
は
各
節
の
終
わ
り
に
ま
と
め
て
お
い
た
の
で
、
こ
こ
で
は
歳
寒
堂
が
他
の
地
域
の
宗
絢
と
比
べ
て
い
か
な
る
特
徴
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
小
稿
の
ま
と
め
と
し
た
・ν
フ
リ
ー
ド
マ
ン
氏
に
よ
れ
ば
洞
堂
と
は
宗
族
結
合
の
象
徴
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
一
族
の
創
始
者
や
学
者
・
官
僚
が
奉
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
一
般
の
族
人
は
そ
こ
に
は
祭
ら
れ
な
い
場
合
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
洞
堂
に
祭
ら
れ
た
祖
先
の
配
置
を
見
れ
ば
、
そ
こ
に
は
宗
族
内
の
力
関
係
が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
沼
氏
の
歳
寒
堂
に
も
概
ね
当
て
は
ま
り
、
氏
の
言
う
こ
と
が
滑
代
の
洞
堂
一
般
に
妥
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
歳
寒
堂
は
清
代
に
お
け
る
と
り
わ
け
江
蘇
地
方
の
上
示
洞
の
一
つ
の
典
型
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
そ
う
し
た
中
に
も
歳
寒
堂
な
い
し
は
江
蘇
地
方
の
洞
堂
に
特
有
の
性
格
と
い
う
も
の
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
そ
の
第
一
は
、
98 
歳
寒
堂
の
場
合
伝
統
的
な
宗
法
の
影
響
、
な
い
し
は
儒
教
的
な
要
素
が
非
常
に
強
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
始
祖
や
始
遷
祖
を
定
め
て
こ
れ
を
洞
堂
に
奉
配
し
た
り
、
祖
先
の
奉
紀
に
は
配
享
と
い
う
型
式
を
取
っ
た
り
す
る
点
で
あ
る
。
し
か
も
、
祖
先
の
配
置
に
は
輩
行
す
な
わ
ち
五
服
の
制
が
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
面
が
広
東
や
福
建
の
洞
堂
に
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
既
に
フ
リ
ー
ド
マ
ン
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
五
服
の
制
な
ど
は
こ
こ
で
も
重
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
宗
法
や
儒
教
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
決
し
て
本
来
の
形
式
で
は
な
く
か
な
り
修
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
は
、
中
国
東
南
部
の
桐
堂
や
祖
先
祭
杷
に
は
道
教
や
風
水
説
の
影
響
が
強
い
と
い
う
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
歳
突
堂
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
地
域
的
な
差
と
と
も
に
階
層
的
な
違
い
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
は
じ
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
氏
の
研
究
は
主
と
し
て
農
村
が
対
象
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
江
蘇
地
方
の
農
村
で
も
お
そ
ら
く
氏
の
述
べ
る
所
と
同
じ
こ
と
が
検
証
さ
れ
る
と
恩
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
歳
寒
堂
は
蘇
州
と
い
う
都
市
の
、
し
か
も
官
僚
・
土
大
夫
層
が
主
導
す
る
洞
堂
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
や
は
り
そ
れ
は
国
家
も
あ
る
程
度
容
認
す
る
よ
う
な
、
伝
統
的
な
形
式
を
踏
ま
え
た
洞
堂
に
な
る
の
は
あ
る
意
味
で
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
第
二
点
と
し
て
、
歳
寒
堂
は
{
目
辺
と
の
つ
な
が
り
が
非
常
に
緊
密
だ
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
文
で
も
見
た
よ
う
に
、
歳
寒
堂
は
官
辺
の
保
護
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
存
続
し
、
康
凪
…
年
間
に
は
皇
帝
の
扇
額
や
遺
官
祭
把
ま
で
賜
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
沼
氏
ば
か
り
で
な
く
江
蘇
地
方
の
洞
堂
に
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
氏
が
研
究
の
対
象
と
し
た
福
建
や
広
東
地
方
の
宗
族
は
、
武
装
し
て
他
族
と
争
つ
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
械
闘
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
当
地
の
宗
族
は
し
ば
し
ば
官
辺
の
弾
圧
に
遭
い
、
洞
堂
も
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
武
装
し
た
宗
族
が
官
軍
と
戦
う
こ
と
さ
え
し
ば
し
ば
あ
る
。
こ
れ
は
、
江
蘇
地
方
の
宗
族
に
は
め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
、
地
域
的
な
違
い
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
族
人
の
宗
族
に
対
す
る
依
存
度
や
、
共
有
地
に
対
す
る
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
小
稿
の
範
囲
外
な
の
で
、
こ
こ
で
は
論
述
を
控
え
た
い
。
さ
て
、
は
じ
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
明
末
か
ら
清
初
に
か
け
て
沼
氏
で
は
宗
族
再
統
合
の
動
き
が
盛
ん
と
な
り
、
義
荘
や
洞
堂
の
整
備
に
努
め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
単
に
陸
族
と
い
う
儒
教
的
な
理
念
の
た
め
に
だ
け
行
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
不
安
定
な
社
会
状
況
の
中
に
あ
っ
て
族
人
が
お
互
い
の
自
衛
、
な
い
し
は
社
会
的
地
位
の
上
昇
の
た
め
に
宗
族
を
利
用
し
た
結
果
で
あ
る
。
し
か
も
、
康
照
年
聞
か
ら
乾
隆
年
間
に
か
け
て
、
沼
氏
は
皇
帝
の
扇
額
や
遺
官
祭
犯
を
賜
り
、
聖
諭
十
六
条
や
聖
諭
広
訓
に
か
な
う
者
と
し
て
社
会
的
に
も
推
奨
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
ひ
と
え
に
清
朝
の
宗
族
保
護
政
策
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
歳
寒
堂
は
他
の
洞
堂
と
並
ん
で
浩
氏
の
精
神
的
紐
帯
で
あ
り
、
ま
た
宗
族
統
合
の
中
心
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
歳
寒
堂
は
義
荘
と
と
も
に
、
沼
氏
の
宗
族
運
営
の
根
幹
だ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
小
稿
で
は
、
沼
氏
の
祭
回
や
祖
先
祭
把
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
沼
氏
の
洞
堂
の
う
ち
歳
寒
堂
以
外
の
八
つ
の
洞
堂
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
歳
寒
堂
と
は
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
考
盈
罰
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
;
を
含
め
て
、
当
時
の
沼
氏
全
体
の
状
況
や
清
朝
の
宗
族
政
策
に
つ
い
{
て
も
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
設
つ
い
て
は
別
に
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
し
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
峨
筆
を
捌
き
た
い
。
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)
牧
野
「
宗
洞
と
そ
の
発
達
」
(
『
中
国
家
族
研
究
(
下
)
』
牧
野
巽
著
作
集
第
二
巻
、
御
茶
の
水
害
房
、
一
九
八
O
年
所
収
)
。
(
2
)
清
水
『
中
園
族
産
制
度
孜
』
(
岩
波
書
庖
、
一
九
四
九
年
)
、
及
び
『
支
那
家
族
の
構
造
」
(
岩
波
書
底
、
一
九
四
二
年
)
(
3
)
仁
井
田
『
中
国
身
分
法
史
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
年
復
刊)。
(
4
)
戴
「
祭
回
又
は
祭
組
公
業
」
(
『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
五
四
巻
、
一
O
、
二
号
、
一
九
三
六
年
)
。
(
5
)
章
『
明
清
徽
州
土
地
関
係
研
究
」
(
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
八
四
年
三
(
6
)
鈴
木
「
明
代
徽
州
府
の
族
産
と
戸
名
」
(
『
東
洋
学
報
』
第
七
-
巻
一
・
二
号
、
一
九
八
九
年
)
、
「
清
代
に
お
け
る
族
産
の
展
開
l
欽
県
の
許
蔭
洞
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
山
形
大
学
史
学
論
集
」
第
十
号
、
一
九
九
O
年
)
。
な
お
、
許
蔭
洞
に
つ
い
て
は
、
後
註
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8
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匂
司
z-
口
F
目
白
隠
噂
〉
問
。
2
巴
国
日
百
円
吋
oh
謡、
2
2ロ
m
m
u
o
d円
同
国
同
mm
H
由
国
H
H
V
2
ロ
ω-EP
己
]V
(B)
洞
堂
の
個
別
研
究
に
つ
い
て
は
、
彰
超
「
鉱
県
唐
模
村
許
蔭
洞
文
書
研
究
」
『
中
国
社
会
経
済
史
研
究
』
一
九
八
五
年
第
二
期
)
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
専
ら
洞
堂
の
財
政
運
営
を
中
心
に
考
察
さ
れ
て
お
り
、
奉
記
の
実
態
な
ど
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
上
田
信
「
地
域
と
宗
族
|
術
江
省
山
間
部
」
(
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
九
四
冊
、
}
九
八
四
年
)
に
も
、
宗
一
族
統
合
に
お
け
る
宗
桐
の
役
割
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
小
稿
と
は
視
点
を
異
に
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
王
恩
治
「
宗
族
再
度
浅
論
」
(
『
清
史
論
叢
」
第
四
輯
、
一
九
八
二
年
。
和
田
正
広
訳
、
『
八
幡
大
学
論
集
』
第
三
七
巻
第
四
号
、
一
九
人
七
年
)
、
徐
揚
木
、
『
中
国
家
族
制
度
史
』
(
人
民
出
版
社
、
一
九
九
二
年
)
で
も
洞
堂
の
役
割
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
る
。
100 
(9)
フ
リ
ー
ド
マ
ン
『
中
国
の
宗
族
と
社
会
』
(
田
村
克
己
・
瀬
川
昌
久
訳
、
弘
文
堂
、
一
九
八
七
年
)
、
『
東
ム
問
中
国
の
宗
族
組
織
』
(
末
成
道
男
等
訳
、
弘
文
堂
、
一
九
九
二
年
)
。
(
印
)
瀬
川
昌
久
『
中
国
人
の
村
落
と
宗
族
』
(
弘
文
堂
、
一
九
九
二
年
)
に
よ
れ
ば
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
モ
デ
ル
の
応
用
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
、
階
層
、
そ
し
て
「
リ
ニ
l
ジ
」
と
い
う
概
念
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
な
お
、
以
上
の
研
究
の
ほ
か
、
D
・
H
カ
ル
プ
『
南
支
那
の
村
落
生
活
|
家
族
主
義
の
社
曾
皐
』
(
喜
多
野
精
一
、
及
川
宏
訳
、
生
活
社
、
一
九
四
O
年
)
、
福
武
直
『
中
国
農
村
社
会
の
構
造
』
(
同
馬
若
作
集
第
九
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
六
年
所
収
)
、
回
目
M
O
コ
w
Z
2
M
M
W
F
問自ロ巴
=uω
ロ
色
口
。
ョ
ヨ
ロ
ロ
回
門
司
岡
田
叶
毛
。
口町回目
m
m
m
〈ご戸釦旬。
ω
∞
tw
ロ『
O
「色巴ロ困
4
m
コ
ロ
門
司
司
円
。
m
m
]
戸市当
N
i
北仏
有
章
「
華
清
漢
人
宗
族
発
展
的
若
干
問
題
」
(
『
中
央
研
究
院
民
族
皐
研
究
所
集
刊
』
三
六
号
、
一
九
七
四
年
)
、
石
田
浩
『
台
湾
漠
人
村
落
の
社
会
経
済
構
造
』
(
関
西
大
学
出
版
部
、
一
九
八
五
年
)
、
濡
荷
荷
「
劉
壁
l
中
国
東
北
地
方
の
宗
族
と
そ
の
変
容
」
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
)
、
渡
辺
欣
雄
編
『
祖
先
祭
杷
』
(
「
環
中
国
海
の
民
族
と
文
化
第
三
巻
」
凱
風
社
、
一
九
八
九
年
)
等
参
照
。
(
日
)
『
家
来
」
巻
十
八
に
よ
れ
ば
、
歳
寒
堂
は
祭
杷
の
面
で
も
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
し
か
し
祭
杷
に
つ
い
て
は
別
に
稿
を
改
め
て
考
察
し
た
い
。
(
辺
)
『
家
乗
』
巻
五
、
花
子
易
伝
に
よ
れ
ば
、
文
正
公
は
既
に
明
初
か
ら
一
族
の
始
祖
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
な
お
、
始
祖
に
つ
い
て
は
、
牧
野
「
中
国
近
世
の
族
譜
に
現
れ
た
始
祖
に
つ
い
て
」
(
「
近
世
中
国
宗
族
研
究
』
牧
野
巽
著
作
集
第
三
巻
、
御
茶
の
水
害
房
、
一
九
八
O
年
所
収
)
、
及
び
前
註
(2)
清
水
氏
著
書
参
照
。
(
日
)
も
ち
ろ
ん
、
歳
寒
堂
が
宗
廟
と
全
く
同
じ
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
歳
寒
堂
の
奉
杷
も
基
本
的
に
は
宗
法
を
踏
ま
え
て
い
た
。
宗
法
に
つ
い
て
は
、
前
註
(
3
)
仁
井
田
氏
著
書
の
ほ
か
、
加
藤
常
賢
『
支
那
古
代
家
族
制
度
』
(
岩
波
書
庖
、
一
九
四
O
年
)
、
諸
橋
轍
次
『
支
那
の
家
族
制
』
(
大
修
館
書
庖
、
一
九
四
O
年
)
参
照
。
(U)
『
家
来
』
に
は
し
ば
し
ば
本
文
の
註
記
と
し
て
按
語
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
家
来
」
の
編
纂
者
施
安
稽
が
書
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
(
日
)
士
貴
と
邦
瑞
は
宋
末
元
初
の
混
乱
か
ら
義
荘
を
守
っ
た
族
人
で
あ
り
、
明
代
の
子
易
は
没
{
目
さ
れ
た
義
聞
の
返
還
を
上
訴
し
た
族
入
、
惟
一
・
惟
亙
、
及
び
允
観
は
明
末
の
義
荘
復
興
に
努
め
た
者
で
あ
る
。
『
家
来
』
巻
四
、
五
の
本
伝
参
照
。
(
日
目
)
士
費
は
初
代
主
奉
、
文
英
は
五
代
目
の
主
奉
で
あ
る
。
『
家
乗
』
巻
四
、
本
伝
事
話
一
。
(
げ
)
両
者
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
「
家
乗
』
巻
五
、
本
伝
参
照
。
(
凶
)
明
清
時
代
の
涜
氏
義
荘
に
つ
い
て
は
、
ロ
ロ
ヲ
E
"の}
凶
E
f
↓
同
開
司〉
z
n
F〉
Z
-
田
口
問
〉
河
J
『
↓
〉
国
戸
開
何
回
叶
〉
叶
何
回
一
戸
口
問
。
1
H
一説。
n
o
z『己的問、
F
Z
目的
Z
-
Z
〉
口
叶
H
o
z
o
a
-
v
u、
ロ
∞
Z
同〈閉山
D
Z
E
a
〉
司
君
ヨ
ロ
国
斗
ヨ
居
間
由
及
び
、
近
藤
秀
樹
「
沼
氏
義
躍
の
嬰
選
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
第
一
一
一
巻
四
号
、
一
九
六
三
年
)
参
照
。
(
日
)
文
正
公
の
孔
子
廟
従
杷
に
つ
い
て
は
、
『
光
緒
会
典
事
例
」
巻
四
三
六
、
植
部
(
中
杷
)
「
先
師
廟
制
」
、
及
び
『
家
来
」
巻
十
八
「
文
粛
公
洞
」
の
按
語
参
照
。
あ
)
「
家
一
衆
』
巻
一
一
一
(
誌
銘
録
)
所
収
の
啓
醸
の
墓
誌
銘
に
よ
れ
ば
、
彼
は
松
江
府
華
亭
県
で
商
業
を
営
み
、
財
を
成
し
た
と
い
う
。
明
代
の
松
江
府
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
市
定
「
明
代
蘇
松
地
方
の
士
大
夫
と
民
衆
」
(
「
宮
崎
市
定
全
集
日
明
清
』
、
岩
波
書
庖
、
}
九
九
二
年
)
参
照
。
(
包
)
こ
れ
に
よ
っ
て
、
抱
氏
で
は
允
臨
の
た
め
に
特
別
の
洞
堂
(
参
議
公
藤)
洞
)
を
建
て
た
。
『
家
来
」
巻
十
人
「
参
議
公
洞
」
参
照
。
(
忽
)
牧
野
「
乾
隆
十
一
年
霊
修
『
沼
氏
家
乗
」
に
つ
い
て
」
(
前
註
(
臼
)
著
串
省
所
収
)
参
問
。
な
お
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
監
簿
房
の
族
人
は
三
=
一
五
人
で
あ
り
、
諸
氏
の
八
割
以
上
が
両
房
の
族
人
で
あ
っ
た
。
(
お
)
越
翼
「
骸
鈴
叢
考
』
巻
三
二
「
宗
洞
塑
像
」
に
よ
れ
ば
、
唐
宋
時
代
の
宗
洞
に
は
祖
先
の
塑
像
が
多
く
祭
ら
れ
、
明
清
時
代
に
な
る
と
位
牌
及
ぴ
画
像
が
多
い
と
い
う
。
(M)
栗
林
宜
夫
「
旦
甲
制
の
研
究
』
(
文
理
書
院
、
一
九
七
一
年
)
、
川
勝
守
『
中
国
封
建
国
家
の
支
配
構
造
|
明
清
賦
役
制
度
史
の
研
究
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
O
年
)
、
横
島
敦
俊
『
明
代
江
南
農
村
社
会
の
研
究
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
)
。
(
お
)
慕
天
顔
が
江
蘇
布
政
使
だ
っ
た
の
は
、
康
問
九
年
か
ら
十
五
年
の
問
で
あ
る
。
な
お
、
清
律
の
条
例
に
は
義
国
や
宗
一
胴
を
盗
売
し
た
場
合
の
規
定
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
乾
隆
二
十
一
年
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
安
恭
は
一
般
の
「
盗
売
回
宅
」
に
照
ら
し
て
罰
せ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
『
光
緒
官
典
事
例
』
巻
七
五
五
、
刑
部
(
戸
律
回
宅
)
「
盗
買
田
宅
」
参
照
。
(
お
)
拙
稿
「
宋
代
蘇
州
の
文
正
公
洞
に
つ
い
て
」
(
「
柳
田
節
子
先
生
古
稀
記
念
・
中
国
伝
統
社
会
と
家
族
」
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年
)
参
照
。
(
幻
)
『
家
来
」
巻
十
八
、
祭
例
第
一
項
に
は
、
「
毎
歳
仲
春
仲
秋
上
丁
、
削
宇
宮
従
杷
、
次
丁
官
祭
専
綱
、
家
祭
則
定
期
雨
仲
下
丁
」
と
あ
る
。
学
宮
と
は
蘇
州
府
学
の
こ
と
で
、
専
洞
と
は
文
正
書
院
文
正
公
洞
の
こ
と
。
家
祭
の
中
心
は
言
、
つ
ま
で
も
な
く
歳
寒
堂
文
正
公
洞
で
あ
る
。
(
お
)
『
家
来
』
巻
十
八
「
水
源
木
本
桐
」
参
一
回
"
。
(m)
滞
陽
の
部
氏
は
、
文
正
公
の
次
子
忠
宜
公
(
純
仁
)
の
商
孫
で
あ
る
と
い
う
。
た
だ
、
そ
の
系
譜
に
つ
い
て
は
不
明
な
部
分
が
多
い
の
で
、
本
当
か
ど
う
か
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
な
お
沼
氏
十
六
房
に
つ
い
て
は
i青代蘇州の歳寒堂(遠101 
前
註
(m)
牧
野
氏
論
文
参
照
。
(
叩
)
拙
稿
「
沼
氏
義
荘
の
諸
位
・
掌
管
人
・
文
正
位
に
つ
い
て
よ
木
代
に
お
け
る
宗
族
結
合
の
特
質
|
」
(
「
集
刊
東
洋
学
』
第
六
O
号
、
一
九
八
八
年
)
参
照
。
[
付
記
]
小
稿
は
平
成
四
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
(
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
)
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
『
家
来
』
右
編
の
閲
覧
に
当
た
っ
て
は
、
東
北
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
の
市
来
津
由
彦
助
教
授
の
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
